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平
成
二
十
年
度
中
宿
文
化
学
会
大
会

平
成
二
十
年
六
月
二
十
八
日

於

横
浜
市
立
大
学

〔
研
究
発
表
〕

一
、
張
資
平
作
品
に
み
ら
れ
る
恋
愛
用
語

筑

波

大

学

大

学

院

清

地

ゆ

き

子

氏

一
、
『
文
心
離
穣
』
の
一
一
言
語
思
想
1

1

「
隠
」
義
考
序
説

筑

披

大

学

大

学

院

和

久

希

一
、
勝
代
遊
侠
誌
の
変
質

i
i王
維
「
少
年
行
」
を
め
ぐ
っ
て

筑

波

大

学

大

学

院

祷

藤

総

て
王
勃
「
平
台
秘
略
論
」
に
関
す
る
一
考
察

筑

波

大

学

大

学

院

有

馬

み

ち

て
沈
約
の
隠
逸
思
想
と
文
学

筑

波

大

学

大

学

院

北

島

大

情

、
李
白
「
黄
鶴
一
楼
送
孟
浩
然
之
広
路
」
に
お
け
る

「
煙
花
」
に
つ
い
て

北

海

道

教

育

大

学

大

橋

襲

、
李
段
'
蘇
武
詩
の
成
立
の
場

県

立

山

仏

島

大

学

柳

川

、
二
つ
の
「
桃
花
線
記
」
か
み
取
れ
る
も
の

)11震
ザ子

大
東
文
化
大
学

一
、
激
石
詩
の
仮
構
(
初
探
)

i
i
!修
善
寺
仰
臥
十
二
首
を
め
ぐ
る
一
側
面

青

山

学

院

大

学

大

上

正

美

(
講
演
)

金
沢
八
景
の
歴
史
と
変
遷

神
奈
川
祭
立
金
沢
文
庫
主
任
学
芸
員

氏

〔給料ムロ〕

一
、
開
会
の
辞

二
、
議
長
選
出

三
、
会
長
挨
拶

回
、
諮
報
告

(
l
)
総
務
委
員
会

(
2
)
金
額
委
員
会

(
3
)
編
集
委
員
会

(
4
)
 

玉
域
要
氏
を
議
長
一
に
選
出

氏氏氏氏

(
1
)
平
成
十
九
年
度
決
算

(
2
)
平
成
二

(
3
)
そ
の
他

の
辞

氏

門
脇

慶
文

永
井

安
藤

副
会
長

大
上

会
長

井忠E佐小
JrI藤藤松

委
員

委
員

委
員

委
員

安 大井井
if奈 jご}，1 )11 

委
員

委
員

会
長

副
会
長

氏氏

エロ王
国

氏

(98) 



。
例
会

・
平
成
…

一
、
阪
籍
の

(上)

於
二
松
学
舎
大
学
九
段
キ
ャ
ン
パ
ス

(
一
詠
懐
詩
)
を
め
ぐ
っ
て

文
教
大
学
名
誉
教
授

沼
iコ

!務

-
一
平
成
二
十
年
十
月
五
日
(
日
)

於
青
山
学
院
大
学
脅
山
キ
ャ
ン
パ
ス

一
、
元
結
「
脊
絞
行
」
再
論
i
i
「
漫
自
立
」
の
視
座

千

葉

大

学

加

藤

f~文

一
、
華
爽
思
想
と
識
繰
と
浮
屠

福
島
大
学
名
誉
教
授

大
久
保

経
郎
氏

…
月
六
日
(
土
)

於
青
山
学
続
大
学
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス

…
、
明
治
中
期
の
新
式
貸
本
震
と
漢
籍
目
録

二
松
学
舎
大
学

に
お
け
る
貴
族
の
自
律
性

大
東
文
化
大
学

に

L
火

E

3

 

:

j

 

佐
藤

樹

一
、
明
出
公
啓
事
』

義
浩

広
l
品
川
内

J
4
1
1

1

;

J

‘

》

j
 

年
三
月
と
日
(
土
)

於
二
松
学
舎
大
学
九
段
キ
ャ
ン
パ
ス

読
ん
甲
子
に
つ
い
て

東

京

外

患

語

大

学

樋

口

靖

披
(
案
ど
と
い
う
語
か
ら
晃
え
る
こ
と

東
京
外
関
語
大
学
名
誉
教
授
高
橋

氏

、
注
釈
中
の

氏

均

氏

日
(
土
)

於
二
松
学
舎
大
学
九
段
キ
ャ
ン
パ
ス

…
、
霊
感
の
詩
学

CLw 

f
f
B
F
 

(99) 

筑
波
大
学

松
本

氏

O
平
成
二
十
年
度
役
員

会

大

上

正

美安
藤
信
蹟

に、
k

gga'A
，
 

副
会
長

理

事
柏
原
茂
、
青
木
五
郎
、
上
回
武
、
大
久
保
隆
郎
、
甲
斐
勝
一
一
、

加
藤
章
、
加
国
理
一
郎
、
河
内
科
治
、
北
村
良
和
、
後
藤
秋
正
、

桜
田
芳
樹
、
清
水
智
恵
、
高
木
重
俊
、
高
橋
明
郎
、
高
橋
均
、

(
高
橋
由
利
子
、
谷
口
医
、
谷
口
真
由
実
、
田
部
井
文
雄
、

中
村
俊
也
、
沼
口
勝
、
間
鵠
潤
一
、
三
上
英
旬
、
向
嶋
成
美
、

氏



村
田
和
弘
、
望
月
一
員
澄
、
山
中
値
己
、
吉
原
英
夫
、
鷲
野
正
明

理
事
・
委
員
(
兼
任
)

総
務
委
員
稀
代
麻
也
子
(
常
務
理
事
)
、
小
松
建
男

会
関
委
員
佐
藤
一
樹
(
常
務
理
事
)
、
白
井
啓
介
、
堀
地
信
夫
、

増
野
弘
幸
、
松
本
肇
、
捜
辺
雅
之

加
藤
敏
(
常
務
理
事
)
、
阿
川
修
一
一
一
、
坂
口
一
一
一
樹
、

佐
々
木
勲
入
、
綿
谷
美
代
子
、
松
村
茂
樹
、

寺
内
日
出
男
、
渡
遠
大

井
川
義
次
(
常
務
理
事
)
、
大
塚
秀
明

伊
原
大
策
、
菅
野
智
明

鎌
田
崇
悶
納
豆
花
開
箆
希
、

編
集
委
員

会
計
委
員

会
計
監
査

令
中

荒
井
鵡
、
和
久
希
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※
住
所
・
勤
務
先
等
に
変
-
更
の
あ
っ
た
方
は
、
事
務
局
宛
御
一
報
下

「
‘
.
、
、
e
n
M

一
f
弘、
''uv中

国
文
化
学
会

5
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m
m
C
0
5
6
5「
5
2
5
5
@
ヨ
ぎ
oho-註

(
千
三

O
五
j
八
五
七
一
茨
城
県
つ
く
ば
市
天
王
台
了
1
7
!
一

筑
波
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
科



中
国
文
化
学
会
会
則

第
，
条
(
名
称
)
本
会
は
中
間
文
化
学
会
と
称
す
る
。

第
p

‘
条
(
目
的
)
本
会
は
中
間
文
化
及
び
漢
文
学
の
研
究
と
そ
れ
に
法
づ
く
教

符
へ
の
待
与
を
も
っ
て
日
的
と
す
る
の

第
二
条
(
事
業
)
本
会
は
以
下
の
諸
事
業
を
行
う
。

ア

大

会

年

A

問

問

。

イ

例

会

年

数

向

。

ウ
会
川
将
司
中
国
文
化
b

の
発
行
。
ヱ
会
終
名
簿
の
発
行
自

オ
そ
の
他
、
本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
裂
と
認
め
ら
れ
た

事
業
。

第
開
条
(
会
員
)
本
会
は
、
本
会
の
趣
簡
に
賛
同
す
る
倒
入
、
法
人
、
間
体
の

会
誌
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

2

本
会
に
入
会
を
希
望
す
る
も
の
は
、
会
開
闘
で
名
の
推
薦
に
よ
り
却
事

ム
バ
の
ポ
認
を
続
て
会
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

3

会
設
は
第
一
二
条
に
い
う
諸
事
業
に
参
加
し
、
刊
行
物
の
頒
布
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
役
員
選
挙
の
選
挙
権
、
被
選
挙
権
を
持

つ
0

4

会
民
は
本
会
別
に
定
め
る
会
裂
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

第
五
条
(
役
員
)
本
会
に
以
下
の
役
員
を
慌
〈
。
役
員
の
任
期
は
二
年
と
し
、

…
内
任
を
妨
げ
な
い
。

ア
会
長
斗
名
。
会
長
は
総
会
で
選
出
さ
れ
る
の
会
長
は
会
を
代
表

し
、
会
務
を
統
べ
る
。

副
会
長
本
会
に
副
会
長
一
名
ま
た
は
ご
名
を
鼠
く
こ
と
が
で
き

る
の
副
会
長
は
昭
事
会
の
議
を
経
て
会
長
が
委
唱
す
る
。
開
会
長

は
会
長
を
揃
佐

L
、
会
長
に
事
故
あ
る
と
き
は
そ
の
職
務
を
代
行

す
る
。

即
日
事
十
五
名
。
昭
事
は
総
会
で
選
出
す
る
の
会
長
は
理
事
会
が

必
嬰
と
認
め
た
場
合
、
総
会
で
選
出
さ
れ
た
昭
事
以
外
に
理
事
若

干
名
を
委
嘱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

常
務
関
事
若
干
名
。
常
務
理
事
は
別
仕
事
の
中
か
ち
互
選
に
よ
り

選
出
す
る
。

イウコ二

第
六
条
(
総
会
)
総
会
は
本
会
の
最
高
窓
思
決
定
機
関
で
、
会
長
が
招
集
し
、

毎
年
.
川
凶
器
削
関
さ
れ
る
。

第
七
条
(
昭
事
会
)
賄
事
会
は
会
長
が
招
集
し
、
会
の
重
姿
事
項
を
審
議
す
る
。

第
八
条
(
常
務
知
事
会
)
本
会
の
お
常
会
務
を
執
行
す
る
た
め
に
常
務
理
事
会

を

mmく
の
常
務
昭
事
会
は
会
長
、
部
会
長
、
常
務
昭
事
を
も
っ
て
構

成
す
る
n

第
九
条
(
委
役
会
〉
常
務
部
事
は
以
下
の
委
員
一
会
に
属
し
、
会
務
を
分
担
す
る
。

ア

総

務

委

員

会

イ

企

磁

委

員

会

ウ

編

集

委

員

会

エ

会

計

委

員

会

第
十
条
(
会
計
監
査
委
良
)
会
計
競
査
委
員
は
毎
年
一
回
本
会
の
経
理
全
般
を

監
査
し
、
そ
の
結
果
を
総
会
に
報
告
す
る
。
会
計
監
査
委
員
は
組
事

以
外
の
会
良
の
中
か
ら
会
長
が
委
嘱
す
る
。

第
十

A

条
(
選
挙
管
制
州
委
呉
)
選
挙
管
理
委
員
は
三
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
会
長

と
昭
事
の
改
選
を
実
施
し
、
そ
の
事
務
を
取
り
扱
う
。

第
十
官
一
条
(
会
計
)
本
会
の
諸
事
業
に
安
す
る
経
費
は
会
員
の
納
入
す
る
年
会

控
及
び
寄
付
金
な
ど
で
賄
わ
れ
る
。

2

年
会
夜
間
、

0
0
0円
と
す
る
。

3

本
会
の
会
計
年
度
は
毎
年
間
丹
一
一
回
に
始
ま
り
、
翌
年
三
月
三
十
一

日
を
も
っ
て
終
わ
る
の

第
十
三
条
(
改
定
)
本
会
期
の
改
定
は
、
理
事
会
の
発
議
に
よ
り
、
総
会
出
席

者
の
過
半
数
の
間
窓
を
得
て
行
う
。

〔
付
刻
〕

1

本
会
則
同
M

A

九
九
七
年
(
平
成
九
年
)
六
月
二
十
八
日
か
ら
大
塚

漢
文
学
会
会
別
に
代
っ
て
発
効
す
る
。

J
F
O
O
一
年
(
平
成
十
一
一
一
年
)
六
月
二
十
三
日
改
正
。

本
会
の
事
務
所
を
当
分
の
関
筑
波
大
学
文
芸
言
語
学
系
中
沼
文

(101) 

つ

〔
了
解
〕
(
理
事
の
選
出
、
委
僻
明
、
常
務
理
事
の
互
選
に
関
し
て
)

理
事
会
以
可
能
な
限
り
全
国
各
地
区
か
ら
選
出
の
理
事
を
含
め
て
構
成
し
、

常
務
理
事
会
は
実
務
担
当
に
便
宜
な
地
域
に
鹿
住
す
る
理
事
で
構
成
す
る
。



「中国文化j投稿規定

〈応募資格など〉

1 中間文化学会会員に!浪る。

2 応募原稿は、未公開のものに限る。ただし、 iコ顕で発表しこれを初めて論文にまとめ

たものは受理するつ

(原稿枚数など)

3 原稿は校正時に1A筆を要しない完全原稿とする。

4 原稿枚数は、本文.r主(原稿用紙 lマスに l字をi恨める。). I翠版などをあわせて、下

記の枚数を厳守する。

(1)論 文;400字詰め35枚以内。(ワープロ館j誌の場合ち縦諜きは26'j:X2J行で

26枚以内とし、横書きは35字x33行で12枚以内とする。)

(2)研究ノート:400字詰め20枚以内。(ワープロ{印有の場合、縦書きは26字x21行で

15枚以内とし、;機密Lきは35字x33行で 7枚以内とする。)

5 霞!援を必要とする場合、 IJ5有面積半ページ分を550字として換算する。 関版原稿はその

まま版下として{吏用できる鮮明なものとし、掲載希望の縦・横の寸法を明示する令表

についても、掲載希望の縦・横の寸法を明示する。

〈体裁・表記f;t.ど〉

6 1京穣;ま縦書き・横醤きのいずれでもよい。

7 !京穣は常用瀧字を原則とする。正漢字・簡体字などを用いる場合は下記にj主窓するつ

(1) 引用文など必要箆所を正漢字で表記する場合は、原稿提出H寺において表記が完

成されていることの(正漢字額所を必す恥マーカーなどでマークすることう)

(2) 引用文など必要館所を簡体字で表記する場合も0)1こ間じ。

ゆ とくにワープ口頭識の場合、上記の点に寵窓することの引用部分が手きにな

ってもきまし支えない。

8 中国語のローマ字表記誌、漢語耕青方案による。担し、特礁な綴りで通用している顕

有名認や、本人が自分の名wrに使用している綴りについては、その使用もi認める φ ま

た、自本語のローマ字表記は、ヘボン式の使用を!京員IJとする。

〈原稿握出〉

9 (1)締切日:2月末自(厳守すること)

(2) 提出先:干305-8571 茨城県つくば市天王台 1-1-1

筑波大学人文社会科学研究科文芸・言語専攻内(稀代研究室気付)

中国文化学会

(3) 原稿は必ず書留により上記に郵送するものとし、 2月末日までの消却のあるも

のを有効とする。

(4) 応募時に、原稿以外に複写コピー 2部を用意し、合わせて計 3部を提出する。

(事故に鍛え、提出前にあらかじめ自家用のコピーを必ず作成しておくこと。)

〈審査〉

10 採否については、編集委員会が委嘱した査説委員の報告を受けて、編集委員会で決定

し、 4月上旬までに連絡する。

〈抜尉ほか〉

11 論文掲載者には、掲載誌3部および抜刷30音11を贈呈する。

(58) 
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